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社
会
保
険
庁
職
員
の
賞
与
返
還
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
六
第
四
二
五
号
、
以
下
「
政
府
答
弁
書
」
と

い
う
。
）
で
は
、
国
民
の
年
金
記
録
が
ず
さ
ん
に
管
理
さ
れ
て
い
た
問
題
（
以
下
、
「
年
金
記
録
問
題
」
と
い
う
。
）
に
対

す
る
責
任
は
第
一
義
的
に
誰
が
負
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
年
金
記
録
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁

に
お
け
る
事
務
処
理
等
に
原
因
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
政
府
部
内
に
お
い
て
、
事
実

関
係
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
の
会
合
が
本
年
六
月
十
四
日
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
今
回
の
問
題
の
発
生
の
経
緯
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た

後
に
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
政
府
と
し
て
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
年

金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
で
の
検
証
結
果
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
「
年
金
記
録
問
題
」
で
第
一
義
的
責
任
は
誰
に
あ
る
か
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
の
政
府
の
考
え
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
年
金
記
録
問
題
」
を
受
け
、
社
会
保
険
庁
で
は
現
職
職
員
全
員
に
は
本
年
夏
の
賞
与
の
返
上
を
求
め
、
既
に
退
職
し
た

職
員
に
対
し
て
は
現
職
職
員
が
返
上
す
る
額
と
同
程
度
の
寄
付
を
求
め
る
処
置
（
以
下
、
「
処
置
」
と
い
う
。
）
が
と
ら
れ

て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
右
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
決
裁
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

一



三

二
〇
〇
七
年
十
月
二
日
の
新
聞
各
紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
当
初
返
上
を
拒
否
し
た
歴
代
厚
生
労
働
事
務
次
官
と
社
会
保
険

庁
長
官
八
人
に
つ
い
て
、
歴
代
事
務
次
官
の
一
部
が
な
お
返
上
に
応
じ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
返
上
を
拒
否

し
て
い
る
厚
生
労
働
事
務
次
官
の
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

か
つ
て
社
会
保
険
庁
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
る
厚
生
労
働
省
の
現
職
職
員
も
含
め
た
社
会
保
険
庁
Ｏ
Ｂ
の
う
ち
、
何
年
か

ら
何
年
ま
で
社
会
保
険
庁
に
在
籍
し
た
者
が
「
処
置
」
の
対
象
と
な
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
七
年
十
月
二
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
四
の
Ｏ
Ｂ
の
う
ち
返
上
に
応
じ
た
対
象
者
は
五
十
一
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
半
数
も
の
Ｏ
Ｂ
が
返
上
に
応
じ
て
い
な
い
こ
と
は
、
一
で
政
府
が
考
え
る
「
年
金
記
録
問

題
」
の
第
一
義
的
責
任
の
所
在
に
鑑
み
、
好
ま
し
い
状
況
で
あ
る
と
政
府
は
考
え
る
か
。

六

二
〇
〇
七
年
十
月
二
日
の
新
聞
各
紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
「
処
置
」
は
あ
く
ま
で
自
主
的
な
も
の
で
あ
り
、
返
上
ま
た
は

寄
付
に
応
じ
な
い
者
に
対
し
て
強
制
的
な
措
置
は
と
ら
ず
、
応
じ
な
い
理
由
も
問
わ
ず
、
ま
た
応
じ
て
い
な
い
者
に
再
度
働

き
掛
け
る
考
え
は
な
い
旨
の
社
会
保
険
庁
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
一
で
政
府
が
考
え
る
「
年
金
記
録
問

題
」
の
第
一
義
的
責
任
の
所
在
に
鑑
み
、
適
切
な
処
置
で
あ
る
と
政
府
は
考
え
る
か
。

七

一
で
、
「
年
金
記
録
問
題
」
で
歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
第
一
義
的
に
責
任
を
負
う
か
。
政
府
の
見
解
如

二



何
。

八

「
処
置
」
の
中
に
、
歴
代
厚
生
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
、
政
務
次
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
に
対
す
る
給
与
・
賞
与

の
返
上
を
求
め
る
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

九

八
で
、
含
ま
れ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。
「
処
置
」
で
社
会
保
険
庁
の
全
現
職
職
員
に
今
夏

の
賞
与
の
返
上
を
要
求
し
、
ま
た
四
の
期
間
に
社
会
保
険
庁
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
る
厚
生
労
働
省
の
現
職
職
員
も
含
め
た

社
会
保
険
庁
Ｏ
Ｂ
に
対
し
て
は
同
額
の
寄
付
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
社
会
保
険
庁
、
厚
生
省
並
び
に
厚
生
労
働
省
を
監
督

す
る
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
歴
代
厚
生
大
臣
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
、
政
務
次
官
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
の
う
ち
、
四
の

期
間
に
そ
の
任
に
あ
っ
た
者
に
対
し
て
も
、
「
処
置
」
と
同
様
に
給
与
・
賞
与
の
返
上
を
求
め
る
な
ど
の
措
置
を
と
る
必
要

が
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


